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　本報告書は、日本精機株式会社の事業活動に伴う 　日本精機株式会社 単体です。

環境マネジメントの状況をまとめたものです。 　但し、一部、関連会社の活動に関する記述を含ん

　2010年に初版を発行し、今回が第２回目の発行 でおります。

となります。今後も継続して、毎年発行いたします。

　皆さまの視点に立って、関心事項をよりわかりや －－－－報告対象期間報告対象期間報告対象期間報告対象期間－－－－

すく、具体的にお伝えすることを心がけて作成しま 　２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日

した。 （上記期間の活動結果を受け、2011年4月以降の

　日本精機株式会社の環境への取組みについて、多 　進捗情報も一部含めております。）

くの方々のご理解を得られれば幸いです。

－－－－報告書問報告書問報告書問報告書問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先－－－－

　報告書内では、日本精機株式会社を簡略的に 　日本精機株式会社　ＴＱＭ推進室

「ＮＳ」と表記することがありますので、ご承知お 　〒940-8580　新潟県長岡市東蔵王２-2-34

きください。

　　　　　　http://ｗｗｗ.nippon-seiki.co.jp

　　　　　　nstqm@nippon-seiki.co.jp
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　このたびの東日本大震災で亡くなられた方々に謹んで哀悼の意を表するとともに、

ご冥福をお祈り申し上げます。また、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げ、

一日も早い復旧、復興を衷心よりお祈り申し上げます。

　世界経済は一昨年の大底は脱したものの、２００８年のリーマンショックに端を

発した世界不況の真只中にあると言えます。特に米国、日本、欧州等いわゆる先進

国は、それぞれ構造的な問題を抱え、回復のシナリオが見えていません。現在の状

況を単なる不況のひとつと捉えるのでなく、世界で経済構造と競争条件の大変動が

進行中であるということです。

　そのような競争環境下、地球環境の悪化を防ぐため、私どものお客様は環境に優

しい技術・製品を出すことがより重要となってきます。電気自動車、ハイブリッド

車、その他、燃費低減につながる各種技術や製品の需要は市場で鎬を削っていく形

で発展していくでしょう。もちろん製造過程での環境対応の重要さも言うまでもあ

りません。われわれサプライヤーもお客様の歩調に合わせ環境対応を進めていく必

要があります。

　また、このような環境技術や環境対応製品を含めたメガコンペティションに勝ち

抜くために、『質実簡迅』即ち、当社の企業文化と “ＮＥＭＳ”「基板実装を核と

したＮＳグループ保有技術の更なる進化及びそのシナジー効果により、他社との優

　 位性を確立し、もの造り企業集団として事業の拡大成長を図る」をＮＳグループ全

体で新たに共有し、その活動を発展させ、新興国におけるシェア拡大及び日米欧に

おける製品の高付加価値化を実現すべく、「もの造り総合力」の強化に取り組んで

まいります。

　当社ではエネルギー削減、廃棄物削減は、企業の社会的責任だけでなく、「もの

造り総合力」の追及、原価低減を目的に継続して進め、本来業務（開発･設計、購買、

製造等）の質、効率を継続的に上げていくことが個人と会社の成長、組織の体質強

化になり、結果として環境負荷の低減に繋がるものと位置づけ、全社員が参加する

環境保全活動を展開してまいります。

　　　　　　　日本精機株式会社
　　　　　　　　　代表取締役社長

　　　　　　永井　正二

１１１１.... ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ
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　当社は、ISO14001環境マネジメントシステム規格に準拠し、事業活動と密着させた環境保全活動を展開さ

せ、その活動の有効性を高めることを目的に、以下の環境方針を制定しました。

日本精機株式会社　環境基本方針

１．環境宣言

　　私たちは、地球環境問題を経営上の重要課題として位置づけ、｢志｣､｢社会｣､｢お客様｣､

　　｢人｣を大切にした事業活動を通じ、環境と調和する安全で持続可能な社会の実現を

　　めざし、価値の高い製品、サービスを提供し続けます。

２．環境方針

　　私たちは、車載、民生、ディスプレイ製品の開発・設計・製造・販売の事業展開に当た

　　り、地球温暖化防止、資源の有効利用、環境汚染の予防　など環境影響の緩和や環境保

　　全活動を展開し、継続的改善を推進していきます。

　　(1)私たちは、事業活動、製品、サービス、施設、設備の各要素に係る環境法規や地域、

　　　 お客様からの規制・基準を特定し、その順守手段を管理手順や基準類に反映させ、

　　　 規制・基準値の適正監視を行ない順守するとともに、環境影響の緩和に努めます。

　　(2)社会環境やお客様要求の分析等を基に、環境目的及び目標を設定し、これを達成する

　　　 ための環境マネジメントプログラムを策定し、実行し、結果の評価とシステムの見

　　　 直しによるＰＤＣＡ展開をしていきます。

　　　 特に、下記項目を事業活動と密接に展開させ、継続的改善を推進していきます。

　　　　・エネルギー、資源消費の削減

　　　　・廃棄物排出の削減及びリサイクルの推進

　　　　・使用、及び製品に含有する化学物質の適正管理

　　(3)製品の開発・設計から生産活動の各段階において、廃棄物の低減と環境保全に配慮し

　　　 た取り組みを展開し、製品ライフサイクル全体を通じ、環境負荷の少ない製品の提

　　　 供に努めます。

　　(4)私たちは、環境方針に基づく活動を遂行するため、環境マネジメントシステムの構築・

　　　 維持と、すべての従業員への環境教育、社内啓蒙活動を実施します。

２２２２.... 環境方針環境方針環境方針環境方針

4



　当社は車載、民生、ディスプレイ製品の開発・設計・製造・販売を行っています。これらの事業活動に伴う環境

負荷の低減に努めています。各拠点別の主な環境負荷は下記のとおりです。

　・本社サイト(長岡市蔵王地区)、高見サイト(長岡市高見工業団地内)、R&Dセンター(長岡市藤橋地区)

分類 項目 単位 本社サイト 高見サイト Ｒ＆Ｄセンター

温室効果ガス ＣＯ２ t-CO2 7,228 5,608 1,837

下水道 排出量 千㎥ 140 24 4 

他の水域 排出量 千㎥ 184 322 20 

廃棄物 排出量 ｔ 462 502 5 

99.9% 99.0% 100.0%

ＯＵＴＰＵＴ

(リサイクル率)

３３３３.... ＮＳＮＳＮＳＮＳのののの事業活動事業活動事業活動事業活動とととと環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷

事業活動

分類 項目 単位 本社サイト 高見サイト Ｒ＆Ｄセンター

エネルギー 電力 MWh 13,903 10,274 3,204 

重油 ｋℓ 154 206 －

都市ガス 千㎥ 139 － 155 

ＬＰＧ 千㎥ 0.2 38 －

水 上水道 千㎥ 140 24 4 

地下水 千㎥ 184 322 20 

ＩＮＰＵＴ

プレス

樹脂成型

基板実装

組立アッセンブリー

LCD製造
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　　環境マネジメントシステムの組織は、社長をトップとした6つの本部と2つの事業部から構成されています。

　また、環境委員会を設置し、エネルギー、廃棄物、化学物質などの専門的課題を全社的に解決すべく活動を行

　っています。活動結果は、マネジメントレビューで社長に報告し、次年度の改善活動に反映しています。

　　NSでは、継続的に環境負荷低減活動を行うため、

　その基本ツールとして、ISO14001環境マネジメ

　ントシステムの認証を推進しております。

　　2009年度まで当社を含む１５の国内外の関連

　会社で認証を取得してきました。

　　2010年度は、新たにインドネシア（2010年

　9月)及びベトナム(2011年1月)の２社が認証を

　取得しました。今後もメキシコの海外拠点におい

　ても認証取得を計画しております。

　　ISO14001環境マネジメントシステムの認証

　取得は、スタートラインに過ぎません。今後、こ

　のマネジメントシステムを活用し、PDCA展開に

　より、グローバルでの環境負荷低減活動に推進し

　てまいります。

　

４４４４....環境環境環境環境マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント推進体制推進体制推進体制推進体制

①ＮＳの環境マネジメント組織

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長

環境管理責任者環境管理責任者環境管理責任者環境管理責任者
((((代表取締役副社長代表取締役副社長代表取締役副社長代表取締役副社長))))

環境環境環境環境マネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステム事務局事務局事務局事務局
((((TQMTQMTQMTQM推進室推進室推進室推進室))))

環境委員会環境委員会環境委員会環境委員会
････エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー対策分科会対策分科会対策分科会対策分科会
････廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会廃棄物対策分科会
････化学物質対策分科会化学物質対策分科会化学物質対策分科会化学物質対策分科会

製製製製
造造造造
本本本本
部部部部

品品品品
質質質質
保保保保
証証証証
本本本本
部部部部

技技技技
術術術術
本本本本
部部部部

購購購購
買買買買
本本本本
部部部部

経経経経
営営営営
管管管管
理理理理
本本本本
部部部部

民民民民
生生生生
事事事事
業業業業
部部部部

デデデデ
ィィィィ
スススス
ププププ
レレレレ
イイイイ
事事事事
業業業業
部部部部

②ＩＳＯ１４００１認証取得(歩み)

営営営営
業業業業
本本本本
部部部部
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環境教育環境教育環境教育環境教育

　　従業員の環境に関する意識・知識の向上を図るた

　め、全社レベルで階層別に多くの環境教育を実施展

　開しています。

　　2010年度、当社は廃棄物ゼロエミッションを達

　成しました。更なるリサイクルの質向上や廃棄物の

　削減に取り組むため、環境意識の向上を目的とした

　教育なども実施しました。

法規制順守法規制順守法規制順守法規制順守

　　環境に係わる法規制として23件の法規を特定し、その順守評価を２回/年 の頻度で定期的に行っております。

　評価項目は自社基準を含め341件あり、法規制の改訂などがあれば、随時改訂するようにしています。また、

　内部環境監査でも同様に順守評価を実施し、逸脱の惧れのある場合は、予防処置を行うようにしています。

　　2010年度の順守評価では、社内自主基準に対し、1件の逸脱が発見され、速やかに是正処置を実施しました。

　　～逸脱事項～

　　・資格者が自主配置されていない　(尚、これは社内基準違反であり、法規制の対象ではありません。)

緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態へのへのへのへの対応対応対応対応 　　　　　　　　～本社・防災非難訓練～

　　各サイトごとに防災対策委員会を設置し、地震や

　や火災を想定した防災避難訓練を、毎年10月に実

　施しています。

　　また、危険物や化学物質を取り扱う部門では、

　漏洩等の緊急事態を想定した対応訓練を行い、万が

　一の場合に備えています。

地域社会地域社会地域社会地域社会とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション 　　　　　　～花火会場クリーン作戦～　　

　　日本精機では、地域への想いを念頭に、継続的な

　社会貢献活動に取り組んでいます。毎年、8月に開

　催されます長岡まつりへ、前夜祭の民謡流しや、花

　火大会会場のクリーン作戦に参加しています。

利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者からのからのからのからの環境上環境上環境上環境上のののの苦情苦情苦情苦情・・・・要請要請要請要請・・・・要望 要望 要望 要望 

　　Ｒ＆Ｄセンターの竹林の根が、当社敷地外へはみ出し、隣家より侵入防止の要請がありました。2010年8月に、

　防根シート（高密度ポリエチレン）の埋設工事を実施しました。

③教育､法規制順守､緊急事態対応､コミュニケーション
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　　当社の環境マネジメントシステムが有効なものであるかを検証するために、ISO14001に基づき内部環境監査

　を実施しています。内部環境監査は、全部門を対象に１回/年 行っています。2010年度は9件の軽微な不適合が

　発見され、いずれも適切な是正処置が展開されまし

　た。当社では、環境マネジメントシステムと品質マ ～内部監査　不適合指摘件数推移～

　ネジメントシステムの統合監査を推進しており、

　2010年度は、約2/3の部門で統合監査を実施しま

　した。

　　監査では、未然防止の観点から、放っておくと目

　標未達と判断したものや、リスク軽減のための対応

　なども積極的に指摘し、早めの対応をとるようにし

　ています。また、改善事例もできるだけ多く吸い上

　げ、水平展開するようにしています。

　　これらの監査結果より、NSの課題を抽出し、マ 　

　ネジメントレビューにて社長へ報告し、対応方法を 　

　決定、継続的改善に繋げています。

グリーングリーングリーングリーン調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
　　持続可能な社会の実現のためには、サプライチェ

　ーンを含めた全領域での環境負荷低減が不可欠です。

　そのため当社も環境負荷の少ない部材を購入すべく、

　『NSグリーン調達ガイドライン』を制定しました

　（2010年3月：第2版発行)。ガイドラインでは、

　お取引様に①EMS構築、②環境負荷物質の管理と

　削減、③LCA対応、をお願いしています。

　　当社では、お取引様と相互に連携しライフサイク

　ル全体にわたって、より環境負荷の少ない製品の提

　供を心がけております。地球環境を考える上で、生

　物多様性の保全も不可欠です。事業活動が生物多様

　性に与える影響を少なくするため、製品に含有する

　化学物質の適正管理にも努めています。

　　化学物質に関する規制は、世界各国さまざまです

　が、当社では、これらの規制を、原則「GADSL※1」

　に統一し、お取引様に順守をお願いしています。

製品含有化学物質製品含有化学物質製品含有化学物質製品含有化学物質データデータデータデータのののの管理管理管理管理
　　製品に含有する化学物質の規制は、世界各国で法 ～製品含有化学物質データ管理フロー図～

　制化され、年々厳しくなってきています。その規制

　に対応し、適合を確実にするために、2008年に化

　学物質管理システムを導入し、管理体制を強化しま

　した。

　　このシステムでは、法規制はもとより、お客様固

　有の要求にも対応できるようになっています。お客

　様は、使用禁止物質を使用していないことの証明の

　他、材料を構成する全ての化学物質情報の報告を求

　めています。当社では、これらの化学物質データの

　情報をJAMAシート※2によりサプライチェーンを

　通じて、収集しています。収集した化学物質データ

　は、化学物質管理システムのデータベースに蓄積し、

　適切に管理しています。
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④内部監査と環境マネジメントシステムの継続的改善

⑤グリーン購買

～グリーン調達ガイドライン～

※1 GADSLGADSLGADSLGADSLGlobal Automotive Declarable Substance List）
　　とは、自動車業界がグローバルに使用する申告・禁止物質リスト

※2 JAMAJAMAJAMAJAMAシートシートシートシートとは、日本自動車工業会(JAMA)、日本
　　自動車部品部品工業会(JAPIA)が開発した、製品の含有
　　化学物質を入力するための国内自動車業界統一フォーム。

お
客
様

【化学物質管理
　システム】

お
取
引
先
様

調査依頼 調査依頼

化学物質データ
ベース

JAMAｼｰﾄ

調査報告調査報告

ＮＳＮＳＮＳＮＳ JAMAｼｰﾄ
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　　2010年度は、第４次(2008年度～2010年度)全社目的・目標の最終年度でした。実績として、12テーマ

　の目標を達成することができました。2011年度からは、第5次(2011年度～2013年度)の新たな目的・目標

　を設定して活動していきます。

　　2010年度のCO2排出量は、2009年度比5.9％

　増加し、14,673ｔでした。内訳は、電力由来が87

　%を占め、次に重油由来が6%と続きます。CO2排

　出量は、基準年度となる2007年度に対し、2,324

　ｔ削減しました。

　　製造部門は、生産数原単位で削減目標を決め低減

　活動を行い、電力使用量削減では、2007年度を基

　準年として、10%削減の目標に対し、18.7%削減

　しました。

　　2010年度の廃棄物排出量は、2009年度比20.6

　%増加し、970ｔでした。当社は、管理対象廃棄物

　を産業廃棄物、一般廃棄物、有価物として削減活動

　を行っています。製造部門は生産数原単位で削減活

　動を行い、6.6%の削減でした。(目標：18.6%削減。)

　　リサイクル率は、99.3%となり、当社の廃棄物ゼ

　ロエミッション基準※3をクリアーすることができ、

　2010年12月にゼロエミッション宣言を行いまし 　　

　た。現在も継続して、リサイクル率99%以上を維持 　　

　しています。

　

５５５５.... 環境目的環境目的環境目的環境目的・・・・目標目標目標目標とととと実績実績実績実績

①目標実績対比

※3：リサイクル率99%以上。但し、自治体による焼却処理や
　　　法で 規制を受けるもの(石綿含有廃棄物など)はリサイク
　　　ル率算出の集計対象外とする。

廃棄物排出量 廃棄物排出量 廃棄物排出量 廃棄物排出量 リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル率推移率推移率推移率推移

970970970970
804804804804

983983983983
1,2461,2461,2461,246

1,0521,0521,0521,052

99.3%
92.9%

66.0%
58.5%

54.0%

0
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2,500

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

[ｔ/年]
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40%
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80%

100%

排出量

リサイクル率

COCOCOCO2222排出量推移排出量推移排出量推移排出量推移

18,18518,18518,18518,185 18,85018,85018,85018,850

15,40215,40215,40215,402
13,85313,85313,85313,853 14,67314,67314,67314,673

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

[t-CO2/年]

電力 重油

都市ｶﾞｽ LPG

○：目標達成　　△：前年度よりも削減/向上するも目標未達　　×：前年度より悪化し、目標未達

トレンド

電力 全製造部門
10％削減(生産数原単位)
　(2007年度比)

18.7%削減 ○

全間接部門
3％削減(電力量)
　(2007年度比)

8.0%削減 ○

重油 製造指定部門
6％削減(生産数原単位)
　(2007年度比)

31.9%削減 ○

その他部門
3％削減(重油使用量)
　(2007年度比)

6.9%削減 ○

都市ガス 製造指定部門
6％削減(生産数原単位)
　(2007年度比)

39.7%削減 ○

ＬＰＧ
テクニカルセ
ンター内

3％削減(LPG使用量)
　(2007年度比)

10.4%削減 ○

水資源の節約 上水道 製造指定部門
6％削減(生産数原単位)
　(2007年度比)

12.9%削減 ○

排出量 製造指定部門
18.6％削減(生産数原単位)
　(2007年度比)

6.6%削減 △

その他部門
32％削減(総排出量)
　(2007年度比)

26.4%削減 △

リサイクル率 全社 99.0%以上 99.3% ○

環境配慮型製品の開
発推進

製品
アセスメント

設計部門
改訂製品アセスメントに基
づき100%実施

改訂製品アセスメント
100%実施

○

化学物質の適正管理 製品含有管理
製品含有化学物質DBのデー
タ登録拡充

新規開発製品のデータ
登録100%

○

取扱い管理
PRTR法届出対象物質
取扱い量削減

届出対象物質：2物質
(取扱い量は低減)

○

グリーン調達の推進 購買部門
改訂ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに適
合した部材の購入

適合部材の100%購入 ○

本来業務の質、効率
向上

質、効率指標 全部門
効率向上に取り組み、部門
目標を達成

124ﾃｰﾏ展開し､平均達成
率：86.5%

△

廃棄物排出量削減、
再利用、リサイクル
化に取り組む

地球温暖化防止に取
り組む

取組みテーマ 2010年度目標対　　象項　　目 2010年度実績 評価

2
0
0
7
年
度

2
0
1
0
年
度

2
0
0
9
年
度

2
0
0
8
年
度
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 ( ( ( (1111))))メータメータメータメータのののの軽量化設計軽量化設計軽量化設計軽量化設計

　　本田技研工業株式会社様の新型「CIVIC」※4 　～本田技研工業株式会社様向け　CIVIC　メータ～

　には当社製スピードメータが搭載されています。

　　本メータにおいては構成する樹脂部品の薄肉化、

　肉ヌキ、構造の見直し等を実施し、従来機種に対

　して9%の軽量化を実現しました。

 ( ( ( (2222))))低消費電力有機低消費電力有機低消費電力有機低消費電力有機ELELELELディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの５５５５色色色色カラーバリエーションカラーバリエーションカラーバリエーションカラーバリエーション開発開発開発開発

　　低消費電力グリーン色有機ELディスプレイに、

　新たに、ホワイト、スカイブルー、アンバー、レッ

　ドを追加し、全５色のカラーバリエーションとしま

　した。

　　同じホワイトで比べた場合、当社従来品の消費電

　力を50%低減することができます。バッテリー駆

　動製品の電池寿命向上に貢献することができます。

 ( ( ( (3333))))エアコンエアコンエアコンエアコンののののエコエコエコエコ運転運転運転運転ををををアドバイスアドバイスアドバイスアドバイス

　　三菱電機株式会社様のルームエアコン「霧が峰Ｚ 　～三菱電機株式会社様　霧が峰ZWシリーズ　リモコン～

　Ｗシリーズ」のリモコンは当社製造のリモコンです。

　コンセプトの「楽々アシスト」を大画面の液晶表示

　で対応し、様々なシーンにあわせた快適モードを提

　供することで、ムダな電力をセーブすることを本体

　と併せて実現しています。

 ( ( ( (1111))))ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ事業部事業部事業部事業部、、、、第第第第2222製造部製造部製造部製造部ののののエアラインエアラインエアラインエアライン統合統合統合統合 　　　　～対策前～

　　ディスプレイ事業部と第2製造部では、個別にコ

　ンプレッサを稼動させていました（合計8台)。ディ ～対策後～　　　　　

　スプレイ事業部のコンプレッサ1台を「2段圧縮タ

　イプ」に入替え、エアーを相互補完することにより、

　第2製造部のコンプレッサ3台を廃止することがで

　きました。

　　効果として、CO2を174t/年 削減しました。

 ( ( ( (2222))))金型精密加工室金型精密加工室金型精密加工室金型精密加工室のののの間仕切間仕切間仕切間仕切りりりり

　　精密加工室エリア（北側：夜間無人加工あり、南

　側：夜間無人加工なし）は、2系統の空調システム

　で運用しており、夜間無人運転ありの場合、南側も

　空調運転を実施していました。

　　精密加工室エリアの、北側と南側の間に間仕切り

　を設け、夜間無人運転の際は、南側の空調を止める

　ようにしました。

　　効果として、CO2を24t/年 削減しました。

　ＮＳは環境配慮型製品の開発と製造エネルギー削減を推進し、CO2排出量を抑制するとともに、再生エネルギー

の導入検討を行ない、安全かつ低炭素社会の実現に努力してまいります。

②環境配慮設計・開発事例

　

③製造エネルギー削減事例

ディスプレイ事業部 第2製造部

ディスプレイ
事業部

第2製造部今回入替

～低消費電力有機ELディスプレイ

北側北側北側北側 南側南側南側南側

空調1 空調2

夜間無人
運転あり

夜間無人
運転なし

間仕切り

←←←←精密加工室精密加工室精密加工室精密加工室

最後最後最後最後にににに

※4：米国で販売しているCIVIC
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